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年 月2010 10
日高教定通部

公立定時制通信制高校の第1学年学費調査のまとめ

はじめに

年 月より、公立高校授業料の不徴収が始まりました。これは高校での学費無償化の第一歩2010 4
ではあります。しかしその実態を見てみると、定時制高校では年間 万 円の軽減にすぎず、3 2,400
高校で学ぶうえでいまだ多くの保護者・生徒負担が残っています。それどころか、今まで授業料が

免除されていた生徒の中には、授業料の減免制度と同時に、 費や生徒会費の免除がなくなり、PTA
費用負担が増えたケースが報告されています（注 。さらにこれらの負担が増えたのは、経済的困1）
難を抱えている生徒であることにも大きな問題があります。

日高教定通部では、 年 月、全国の定時制通信制高校を対象に第 学年で徴収している金額2010 6 1
（学費）を調査し、 都道府県 校（定時制 校 多部制 校 通信制 校 公立の定時19 140 114 11 15
制・通信制高校の約 割）から回答をいただきました。今後の学費無償化に向けて検討を深めたい2
と考えています。

～ 調査のまとめP.1 3
調査用紙P.4

～ 項目ごとの学校徴収金の表（定時制・多部制・通信制）P.5 7
～ 徴収金の内容P.8 9

１．学年での徴収金の総額

全校の平均は 万 円でした。これには7 3,741
修学旅行積み立てや交通費などは含まれていま

せん。授業料無償化の金額が 万 円であ3 2,400
ることを考えるとその 倍以上の徴収金がある2

ことになります。修学旅行積み立てや交通費な

どを含めると、さらに負担が多いことが分かり

ます （夜間給食の実施の有無などで各項目の。

平均の合計と 学年の徴収金の平均が同じには1
なっていません）

徴収金の全体構造（イメージ）

旧授業料

3万2,400円

第1学年での徴収金総額の平均＝7万3,741円（6,530円～18万3,233円）

修学旅行

積立金

0円

～

15万円

教科書・給食費・修学旅行を除く金額＝3万9,654円
自治体の補助により格差の

あるもの

入学金 PTA、振興

会費など
生徒会費 実習関係費

その他、体

操服等

給食費 教科書

2,100円

多くの学校

平均＝

6,704円

最高額＝

5万4,000円

平均＝

4,780円

最高額＝

1万8,000円

0円

～

3万8,720円

300円

～

5万9,530円

0円

～

7万2,720円

0円

～

1万6,830円
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２．教科書・給食費を除く諸費用

費や生徒会費などを徴収している学校のPTA
平均金額は、 万 円です。定通制高校の3 9,654
授業料無償化の金額を超える金額を徴収してい

ます。

３．各項目

（ ）入学料1
全体の平均は 円です。多くは 円2,492 2,100

ですが、自治体によって差があります。入学料

「 」 、は 入学手続きの為の費用 とされていますが

本当にこれだけの費用が必要なのか疑問です。

（ ） 、振興会費など2 PTA
全体の平均は 円です。中には 万円を6,704 1

越える学校もあります。また、自治体によって

、 、差が大きく 大阪 校の平均 円に対して7 1,971
北海道 校の平均は 円です。この経費10 8,166
を各学校でどのように使っているのか、各現場

での検証が必要ではないでしょうか。

（ ）生徒会費3
全体の平均は 円。北海道・東北地方が4,780

高い傾向にあるのは、部活動などの交通費がか

かることが考えられます。生徒会活動や部活動

に対する、公的な助成が必要です。

（ ）実習関係費4
工業科や農業科などで高い傾向があります。

しかし普通科でも 万円を越える学校もあり、1
高校での授業において実習が必要である以上、

公費負担が求められます。

（ ）宿泊研修・遠足5
無回答、０円回答が多くあり、宿泊研修を実

施しない学校が多くなっていると思われます。

その理由は、修学指導事業に対しての補助が無

くなった自治体が多くなったことにあるでしょ

う（北海道ではほとんどの学校が修学指導事業

を安い費用で行っており、これは交通費の負担

が補助さている為です 。宿泊研修や遠足など）

の行事は、充実した学校生活を送るためにも、

欠かせないもので、これらの負担軽減をすすめ

るべきです。

（ ）体操服・靴6
全体の平均は 円です。入学時にこれら9,822

の購入を求める学校が多いのですが、果たして

みんなが同じジャージを着る必要があるのか、

それぞれの現場での論議がなされるべきです。

（ ）制服7
制服のある学校の平均は 万 円です。2 0,341

入学時にこの金額を負担するのが困難な家庭も

多いです。

（ ）その他8
別紙をご覧下さい。色々な名目でお金を徴収

していることが分かります。

（ ）教科書代9
教科書代の平均は 円です。教科書代に7,535

ついては、おおよその生徒が補助されている自

治体と、補助が無くなった自治体があり、この

金額を公費で負担しているのか自己負担するの

か、大きな差があります。

（ ）給食費10
給食を実施している学校の場合、年間に徴収

する金額の約半分が給食費です。給食費につい

ては補助のある自治体と無い自治体ではっきり

と差が出ています。補助のない自治体や補助条

件を厳しくしている自治体では、 万円を越え6
る所もあります。補助のある自治体では、 万4
円前後です。また補助のない自治体では給食を

実施しない学校も増えています。

給食は夜間に学ぶ生徒にとっては欠かせない
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ものです。定時制で学ぶ生徒には、夜間給食が

唯一の食事になっている生徒もいます。美味し

く栄養のとれる給食を維持するために補助の拡

充が必要です。

（ ）修学旅行積み立て11
全体の平均は 万 円です。北海道や東8 2,951

、 。北では 地域的なことから高い傾向にあります

実施する学年までに積み立てる必要があるた

め、積み立て金額の多くを 年～ 年で集める1 2
学校もあります。費用が高額であるため実施を

、 、見送る学校も多く また実施している学校でも

費用の問題で参加できない生徒もいます。

４．今回の調査によって次のことが明らかになったこと

（ ）授業料無償化にもかかわらず高額な学費負担1
、 （ ）アンケート回答のあった全ての定時制通信制高校の 第 学年徴収金 見学旅行積み立ては除く1

の平均は約 万 千円を超え、授業料無償化によって軽減された額の 倍以上です。これに修学旅7 3 2
行積み立てや通学費など様々な費用がかかります。授業料無償化だけで決して充分でないないこと

は明らかです。 年、首都圏の高校生が調べた「高校生の生活費アンケート」では、何らかの経2009
済的不安を抱きながら学んでいる高校生が にも上りました。日高教定通部が 年に実施した3/4 2009
「 」 、「 、 」の 生活実態調査 で 定通制高校の授業料などの学費を 自身の収入から支払っている生徒が 1/3

3「 」「 、少ない労働の賃金から家計を支えている生徒が 割前後3 今悩んでいることの中で お金のことが

割近く」であることが報告されています。お金のことを心配しないで高校生活を送れるように、学

費の無償化に向けた運動をますます強めなければなりません。

（ ）補助の重要性2
教科書補助や夜食給食補助が廃止されたり基準が厳しくなった自治体では、徴収金の総額も高く

万円を超える学校もあります。また夜食給食補助がなくなることで、夜食給食自体がなくなるケ12
ースもあります。これらの補助の廃止や削減を許さず、拡充に向けた運動が必要です。

（ ）様々な名目の学校徴収金3
学校徴収金の細目を見ると、本来公的支出で支払われるべき性格のものに支出されているものも

あります（学校の設備の費用や図書充実の費用など 。また、高額な 費などを徴収している学校） PTA
もあります。公的支出について行政の負担を求めるともに、各学校現場でのこれらの費用の再検討

がなされるべきでないでしょうか。

注１…北海道教育委員会は全日制高校223校のPTA・振

興会・生徒会・同窓会・農業クラブなど費用の調査を行い

ました。その平均が3万8,428円であること、09年度までPT

A会費などの減免措置があったのは54校で、10年度は35

校が廃止・縮小となったことを報告しました。北海道高教

組定通部は道教委に定時制のデーターを示すように求

めましたが、道教委の回答は「記者会見で示した資料以

外に公表する必要はない」でした。
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日高教定通部 定通制高校第１学年学費調査

年度 月より高校授業料無償化が始まりました。しかし、定時制・通信制高校で学2010 4
。 、 、ぶ生徒の学費負担は決して軽くはありません 今後 生徒保護者の学費負担を軽減に向けて

何が出来るかを検討する為に、授業料以外の第 学年の学校徴収金（生徒負担金）を調査す1
ることにしました。つきましては以下の項目について回答してい頂きますよう、ご協力をお

願いいたします。

道・県・府 高校 〔夜定･昼定･多部･通信〕制 科

〔 〕円（１）第 学年の年間徴収金(或いは、生徒負担金)の総額1
実際に第 学年で生徒・保護者が負担する金額を記入してください。1

（２） 第 学年の年間徴収金（或いは、生徒負担金）の内訳1
① 入学料 〔 〕円

② ＰＴＡ費（振興会費・後援会費などを含む）の年額 〔 〕円

③ 生徒会費（ 入会金を含む ）の年額 〔 〕円

④ 実習関係費（実習服、安全靴などを含む ・教材費 〔 〕円）

⑤ 教科書代（補助されていない生徒の費用） 〔 〕円

⑥ 給食費（補助されていない生徒の費用）の年額 〔 〕円

⑦ 遠足・宿泊研修費 〔 〕円

⑧ 体操服・体育靴など体育用具代 〔 〕円

⑨ 制服代 〔 〕円

⑩ その他 〔 〕円

－⑩その他 の主なものの内容とおおよその金額を記入ください－

※（１）の 年間の総額＝①～⑩の合計で、修学旅行積み立ての第 学年分は除く。1 1
※教科書代金・実習費・教材費等は、その学年･学科で最も高いと思われる金額を記入してください。

※学級費・学年費等は使途の内訳で①～⑨に振り分けてください（概算で結構です 。実際に第１学年）

で徴収する金額を記入してください。①～⑨に入らない場合（第 学年次以降の支出分など）は⑩2
その他に入れてください。

※給食費で全員が補助されている場合は、補助以外で生徒が負担している費用を回答してください。

（３） 修学旅行積み立ての卒業年次までの総額 〔 〕円

回答は６月１５日までに、ＦＡＸまたは郵送等で日高教本部にご回答ください。

Ｆａｘ ０３－３２３０－１５６９ ＝ 「 」E-Mail teitu@nikkokyo.zenkyo.org
〒 東京都千代田区二番町 全国教育文化会館 日本高等学校教職員組合 定通部宛102-0084 12-1












